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小笠原諸島探検と近代科学

江戸時代↓-
”小笠原諸島（以下、小笠原）の探検は

飼Iこわた
事って実施され、地図製作学、本草学、

そし
て近代自然科学が発達する機会となった。

小笠原の存在は、 1670(寛文10)年頃源流者によ

り（云えられ、
5 年後に島谷市左衛門率いる探検隊

9こよつ
て確認された。島谷は、樹木やその種子、

3種類の島な どを含む発見物36件を碓府に提示し

ば
. {、当時は開拓計画がなく、小笠原はその後も

蕪人島のままであった。
1830年頃になると太平洋捕鯨プームの影響によ

り、酉洋諸国や太平洋の品嶼出身の捕鯨者が小笠

原に住み着き 、 牒地の開拓を始めた。その過程で

太平洋各地より動植物が持ち込まれ、孤島の生態

系は大き＜変化した。島民は頻繁に寄港する異国

船に食料や薪水を販売して、密接な経済関係を築

いた。 1853(嘉永 6)年に島を訪れたペリー (M. C. 

Perry)は、海箪基地の建設を米国政府に進言した。

硲府も 1862(文久 2)年に、 亜熱帯の植民地とし

て小笠原の開拓に乗り出した。外国奉行水野忠徳
れきさい

に同行した阿部裸斎などの本草学者たちは、品民
の案内により動植物を調べた。新たに発見された

品種を名付ける際に、裸斎たちは当地で使用され

ていた英語やハワイ語も用いた。硲府が小笠原領

有を主張したのは、海防や外交上の戦略が主な目

的であったが、異国的な農産物はやがて探検者た

ちの関心をひくようになった。オレンジやパイ

ナップル、バナナなどの果物を絶校した本草学者

は、国内での試険栽培を硲府に提案し、入植者た

ちが持ち込んだ豚、鹿、蜀などの家畜化も試みた。

島の野生の鶏について、「蓋島谷市左衛門等力放
テシ者ノ繁殖セルカ」（『小笠原島要録J 1 巻）と、

小笠原と日本の歴史的関係を動物相の中で探る記
述も見られる。

蒻により小笠原へ派追された蒸気船咸臨丸は、
紐ゃ水深を測祉した。艦長小野友五郎は月距法
iこ堪能で、大海原に浮かぶ島々への航悔に必要な
能力を備えていた。小野の作成した地図 （図］ には
和ヵ国語の地名が記載され、最新の測批技術
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` 小野友五郎の地図：父島二見湾（小笠原村教育委員会蔵）

に基づくだけでなく、島民からの梢報収集にもこ

の地図が活用されたことがうかがえる。

硲府は、海洋の経済的可能性をも模索して、咸

臨丸に同乗した中浜万次郎を翌年、再び小笠原へ

派逍した。万次郎は横浜で購入したスクーナ一式

捕鯨船で父島へ赴き、西洋式捕鯨を実験した。米

国の捕鯨船で数年間働いた経験のある万次郎は、

小笠原で元捕鯨者の島民を雇い、寄港した異国船

から「ポンプランス」 (bomb lance と呼ばれる捕

鯨銃）を購入し、クジラ 2 頭を捕獲した。しかし、

開拓計画は1863(元久 3)年に中止され、小笠原は

無政府空間に戻った。

明治政府は1875(明治 8)年に明治丸を派逍し、

改めて小笠原の領有を宣言した。このとき、小笠

原には田中芳男が蘭領ジャワから購入したキナの

苗のほかに、甘荒、オリープ、綿などが実険的に

植えられた。その実験の多くは不成功だったが、

早くも 1877(同10)年の上野の内国勧業博買会にお

いて、小笠原産品が展示された。捕鯨業は衰退し

たものの、漁業は発展し、日本からの入植により

人口は徐々に増加した。小笠原は植民地行政や亜

熱帯股業の実験場として、それ以降の植民地政策

に必要な知識をもたらし続けた。
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